
１-２．理研の概要

男性ＰＩ（300人）

男性研究者
（1,312人）

女性ＰＩ（24人）
女性研究者

（310人）

女性技術者
（572人）

男性事務（310人）

女性事務（267人）
（研究室秘書含）

男性技術者
（216人）

常勤職員総数：3,311人（Ｈ19.4.1現在）

◎研究系職員数：2,734人
（ PI ＋研究者＋技術者）

◇うち女性： 906人（33.1％）

◎PI数：334人（17.2％）
◇うち女性：24人（7.2％）

女性が４割
弱！

（1,173人）

＊PI=Principal Investigator
指導的地位にあり研究室を主宰する者



◇個別支援コーディネートとは？ （平成１８年６月～）

○対象：妊娠・出産・育児・介護等により、仕事の継続に
支障のある理研で働く全ての人

３-①．個別支援コーディネート

○ひとりひとりに合った適切な支援を全体の施策に反映

◇相談事例：
「保育所の空きがなく、子供の預け先がありません。
在宅勤務ができればよいのですが。」

「育児中で研究時間が充分に確保できません。
週２，３日でも実験補助者を雇用できると
よいのですが。」



３-②-１．意識啓発、情報提供

◇「男女共同参画だより」
「あたりまえ」の見直し！

◇｢男女共同参画シンポジウム」

◇「男女共同参画推進大賞」



◇「理研子育て応援ハンドブック」

○理研の支援制度一覧
○自治体による支援等の情報
○子育て座談会

３-②-２．意識啓発、情報提供

仕事も子育ても！



３-②-３．意識啓発、情報提供

男性の意識啓発！

◇「お父さん応援プログラム」研修（2007年11月）

○講師：
「NPO法人
新座子育てネットワーク」
○参加者：１７人



３-③-２．妊娠・出産・育児に関する支援制度等

＜勤務形態に関すること＞

「育児期における出勤免除」

○対象：裁量労働制が適用され、研究所が認める者
（男女不問）

○期間：子が６ヶ月に達するまでを限度

在宅勤務

「出産後もスムーズに研究が継続できた。」

「出勤免除期間中に論文執筆、投稿ができた。」

実態に即した研究継続支援

保育所に

空きがな
い！

対象を全職員に拡大、事由不問の「在宅勤務試行案」作成中



３-③-３．妊娠・出産・育児に関する支援制度等

＜勤務形態に関すること＞

「育児及び介護期における
始業及び終業時刻の変更」

○対象：裁量労働制が適用されていない者のうち、
研究所が認める者（男女不問）
（１）小学校４年生までの子を養育する者
（２）要介護状態にある家族を介護する者 など

○始業・終業時刻を３０分単位最大１時間シフト
通常9：00～17：20
→ （例）①8：00～16：20 ②8：30～16：50

③9：30～17：50 ④10：00～18：20

学童保育から
帰る時間まで

に帰宅できたら
送りは夫、
迎えは妻

実働時間は
そのままで



３-③-４．妊娠・出産・育児に関する支援制度等

＜代替要員に関すること＞

「妊娠育児中の研究系
職員の支援者にかかる
経費助成」

○対象：平成１８年４月１日以降に生まれた子を持つ者、
妊娠中の者（男女不問）

○支援者雇用の経費を所が助成（上限100万円）

◎平成１９年度利用者数：２０人
（ほぼ希望者全員に助成）

育児中で
研究時間が減少

産休中も
これだけは
継続したい

⇒平成20年度は150万円！？



３-③-５．妊娠・出産・育児に関する支援制度等

＜保育に関すること＞

「理研キッズわこう」（和光ｷｬﾝﾊﾟｽ事業所内託児施設）

○月極保育、一時保育 ○保育時間：8：30～20：00
○保育年齢：生後57日～未就学児

○定員：37名 ○スタッフ：8名

「小学生の一時預かり」

○受入時間：18：00～20：00
（公立等の学童ｸﾗﾌﾞ終了後）

○受入対象：小学１年生～４年生
○定員：５名

「ベビーシッター補助制度」

○対象：乳幼児～小学3年生
○補助額：1,500円/日
（年間120枚まで）



３-③-６．妊娠・出産・育児に関する支援制度等

＜その他＞

◇「わかい」（お昼休みの情報交換の場）

○毎月第３水曜日：12：10～13：00
○自由参加（理研で働く全ての人）

◇「産休育休中の職員への情報提供、相談受付」

○産前休業前の連絡（相談窓口の周知）
○産休育休中の情報提供（男女共同参画だよりの送付）
○復職後の両立相談受付 等

「子育てアドバイザー」

子育て相談受付（試行
中）



４．仕事と家庭を両立する職員たち

産休

育休

産休育休取得者数（H12年度～H18年度）
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◇過去３年間（Ｈ16～Ｈ18年度）平均39人が出産

理研は
4.3％！

契約期間の延長奨励

◇男性の育児休業取得者・・・4人（平成19年12月末現在）

＊女性労働者に
占める出産者の
割合：1.7％
（平成14年度女性
雇用管理基本調
査より）

（H18年度）

◇ 1年間に理研で誕生した赤ちゃん・・・136.3人
（平成16年8月から平成19年7月までの3年間の平均・人事部調べ）

産休

育休



５．支援における課題と取組み予定

１．「脱子育て支援」

２．「全事業所展開」

３．「粘土層対策」
（ＷＬＢ第一人者 渥美 由喜氏用語）

⇒全職員を対象としたＷＬＢ支援

・・・ 子育て中職員の「孤立」、「増長」
他職員の「不公平感」

・・・ 何を言っても理解しない障壁層、
抵抗勢力

⇒闘わず、妥協点を見出し共存

・・・取組みの周知徹底、事業所ごとに
異なる問題への対応、アイディア抽出

⇒全事業所に作業部会設置

◇「くるみんマークの壁」、「理研の使命と支援のあり方」も
悩ましいところ・・・。
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